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要 旨

本課題においては、生産者における年平均単価の引き上げ、生産額に占めるコスト率の

低減をめざして、安定生産技術の開発、コスト率低減技術の開発を目的に、Ⅰ．菌床シイ

タケ発生異常への対策、Ⅱ．熱湯処理による菌床シイタケ側面および底面の子実体抑制、

Ⅲ．簡易ハウスを活用した菌床シイタケの夏期培養、Ⅳ．休養条件による子実体発生量の

検討、これと合わせてⅤ．シイタケ優良品種選抜について検討した。菌床シイタケ発生異

常への対策については、培養条件を検討することにより奇形子実体の発生を軽減できると

考えられた。熱湯処理による菌床シイタケ側面および底面の子実体抑制については、熱湯

処理により菌床側面および底面の子実体発生の抑制について一定の効果が見られた。簡易

ハウスを活用した菌床シイタケの夏期培養については、ハウス内の環境整備や栽培袋のシ

ール方法の検討により、夏期培養も可能であった。休養条件による子実体発生量について

は、散水管理の方法により収穫できる子実体の量に異なった結果がみられた。シイタケ優

良品種の選抜については、在来品種を越える優良な品種は作出されなかった。

Ⅰ 菌床シイタケ発生異常への対策

１ はじめに

菌床シイタケ栽培の普及により、栽培サイクルが短縮され、短期間での投資資金回収が
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可能になった。これにより、農山村地域経済において大きな役割を担うシイタケ経営の改

善が図られている。一方で、栽培サイクルの短縮は栽培過程でより綿密な管理が求められ

るようになり、菌床の培養過程が生産量に大きく影響するようになった。ここでは、シイ

タケ栽培における発生異常について、現地調査ならびに再現試験により安定栽培のための

対策について考察した。

２ 発生異常子実体の再現試験

（１）目的

菌床シイタケ栽培においては、原木シイタケ栽培同様に子実体の形質異常により商品と

ならない子実体の発生が経営上の課題となっている。本試験においては、奇形子実体から

子実体分離した菌糸を培養し奇形子実体の再現性について検討した。

（２）方法

県内の栽培者および所内において発生した奇形子実体より子実体分離した菌糸12系統に

ついて供試した。試験は、おが粉：米ぬか：フスマ＝10:1:1、含水率約65％、菌床重量

2.5kg/個に調整した培地を当所常法である100℃１時間常圧加熱後、120℃１時間高圧

殺菌し、当該系統の菌糸を接種した。種菌接種後は自然環境下で培養し褐変後に発生操作

した。

また、異常子実体の発生した系統について子実体分離し、シャーレーのPDA培地上に異

常の見られない子実体から分離した菌子と20℃の恒温器内で対峙培養した。

（３）結果および考察

供試した12系統の内４系統で異常子実体の発生がみられた。一方、異常子実体の発生し
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た菌床から、正常な子実体も発生した。同一菌床に発生した異常子実体と正常子実体から

分離した菌糸を対峙培養した結果、拮抗線は形成されなかった。

これらの結果から、今回供試した12系統の異常子実体については、遺伝的な要因の可能

性は低く、環境要因により異常子実体が発生したと考えられる。

３ 現地調査による環境要因の検討

異常子実体の再現試験から、異常子実体の発生は環境的な要因が影響している事例が多

いと考えられる。これを踏まえ、菌床の生産から子実体の発生過程について、現地調査の

結果を踏まえて考察した。

（１）菌床製造工場の現状

県内で栽培される菌床シイタケの菌床は大きく３つの形態に分類される。①生産者自身

が菌床を製造し子実体の発生まで一貫生産する。②ＪＡや生産組合の菌床センターで製造

された植菌直後の菌床もしくは、１ヵ月程度恒温室で培養した菌床で子実体を生産する。

③企業から完熟した菌床を購入し、生産者は子実体の発生のみをおこなう。①②では、菌

床を生産者自身が培養するために、途中経過を見ながら発生操作するのに対して、③では

生産者は庭先に届いた菌床をすぐに発生操作することになる。ここでは、③の形態の菌床

を供給している工場の生産過程について検討した。

菌床の生産は、一貫生産による菌床シイタケ生産者と基本的には同じ方法で菌床が製造

されていた。工場生産による菌床は、菌床の培養課程において安定した環境が維持される

ため、自然培養による菌床よりも安定した品質を確保することができると考えられる。工

場では、接種後40日程度で加湿処理し、その後60日程度熟成させ、出荷１ヵ月前に原基形

成処理後、接種後100日程度で生産者向けに出荷していた。また、菌床の供給範囲は、南

東北から関東甲信越地方におよび、生産者には工場出荷翌朝に到着するように輸送時間が

設定されていた。

関係者への聞き取り調査では、菌床の生産過程においてマニュアル化された施設でも、

季節や天候による品質の差が発生する場合もあることに加えて、子実体の発生施設の状況

や生産者の管理により発生状況に差が生じる場合があることも指摘されていた。特に、季

節生産者においては、栽培方法に不慣れである場合もあり子実体の発生に差異が生じる事

例も指摘された。

（２）菌床シイタケ生産者における子実体発生状況

菌床シイタケ生産者の子実体の発生異常は、初回発生時に多く発生し、発生回数を重ね

るうちに発生異常が改善される事例も多くみられる。このような状況を踏まえ、菌床シイ

タケ生産現場での子実体の発生異常の状況について調査した。ここでは、県南地方および

相双地方で発生した事例についてとりまとめた。

①県南地方の事例

調査は2003年11月に県南地方の菌床シイタケ生産者について実施した。この事例では、

菌床の表面に菌糸塊が付着し子実体が発生しない状況になっていた。生産方法は初春に菌

糸がまん延した褐変前の状態の菌床を購入し、鉄骨製のビニールハウスで自己培養する形

態であった。夏期の管理方法は、天窓、側面ビニール、出入り口を開放し気温の上昇をお

さえる形態であった。菌糸塊は、いずれも開放した天窓、ハウス側面、および出入り口に

近い箇所の菌床に見られた。菌糸塊が発生した菌床は、菌糸塊をカッターナイフで削り取
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ることで通常の発生に回復した。

この事例では、外気との接触が多く袋内に結露が発生しやすい箇所の菌床に菌糸塊が多

く発生していることから、夏期の管理方法に問題があった可能性が考えられる。当該年は

冷夏であったことから、日射により昼間に気温が上昇したビニールハウス内の気温と夜間

の外気温の差が大きくなり、結露が発生しやすい条件にあった。したがって、夜間に冷た

い空気にさらされた箇所で菌糸塊が発生したと考えられる。

発生異常への対応策として、昼間と夜間の温度差が大きい場合、夜間のビニールハウス

開口部を閉鎖し結露の発生を抑えることにより、ある程度菌糸塊の発生を抑制できると考

えられる。

②相双地方の事例

調査は2006年３月に相双地方の菌床シイタケ生産者について実施した。この事例では、

調査前年の初回発生において、子実体の発生が減少し、２回目発生以降に通常の発生に回

復した。栽培条件は、６月に種菌会社より褐変した菌床を購入し９月までビニールハウス

で培養した後に発生させていた。調査年の初回発生における子実体の発生状況は通常であ

ったことから、生産者の菌床の管理に著しい問題があるとは考えにくく、菌床の製造状況

が影響した可能性が考えられる。すなわち、菌床の製造環境における培養条件の差が、生
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産者のハウスでの培養に影響を与えた可能性が考えられる。この事例では、第２回発生に

おいて通常の発生に回復していることから、初回発生時に菌床の熟度が低かった可能性が

考えられる。購入菌床の発生操作においては、菌床製造者から届いた菌床の状況を踏まえ

生産者による培養期間の調節が必要である。

４ 菌床シイタケ栽培での発生異常への対策

菌床シイタケ栽培において、菌床の状況を踏まえた培養条件の設定と発生操作は、安定

した収穫量を得る上で重要なポイントといえる。今回の調査事例から、生産者が培養中の

管理や発生操作のタイミングを再検討することで、発生異常の影響を最小限に食い止めら

れた可能性が考えられる。また、菌床の製造現場におけるマニュアル化された作業におい

ても、気温や湿度など気象条件、あるいは、培養室の室内環境により菌床の状態が変化す

る可能性があり、末端の生産者においても、菌床の状況を十分踏まえた菌床の管理が必要

である。

５ おわりに

菌床シイタケの発生異常は、培養条件や発生条件が影響しているケースが多数含まれて

いると考えられる。菌床シイタケ栽培においては、菌床の生産から子実体の発生まで生産

者が一貫して行う形態と、菌床に菌糸がある程度回った状態や、発生準備が整った菌床を

購入する形態に分類される。菌床の生産から子実体の発生まで一貫して行う場合、生産者

は菌床の状態を十分踏まえた発生操作が可能となる一方で、購入菌床による生産者は菌床

の培養状況についての情報が得られないままに、子実体の発生操作を行っている状況にあ

る。菌床の培養条件に起因する発生異常を防止する上で、菌床供給者による菌床の生産状

況についての情報開示や、生産者が菌床の状況判断するための知識の普及などが必要とい

える。

Ⅱ 熱湯処理による菌床シイタケ側面および底面の子実体抑制について

１ はじめに

生産コストの縮減は、種菌会社による特許栽培法や菌床の自然培養など、生産過程にお

ける合理化が大きく影響している。ここでは、菌床シイタケ栽培において、子実体形質の

不良や栽培施設当たりの収容菌床数に影響を与える菌床の側面および底面からの子実体発

生について、熱湯処理による子実体抑制効果について検討した。

なお、本試験結果の一部は第117回日本森林学会において口頭発表した。

２ 方法

試験は、おが粉：米ぬか：フスマ=10:1:1、含水率約65%、菌床重量2.5kg/個に調整し当

所常法により100℃１時間常圧加熱後、120℃１時間高圧殺菌し、Ｈ600号種菌を接種し20

℃で約４ヵ月間培養した。培養中および後に３区に分けて図－１に示す方法により、３分

間熱湯処理した。①湯－１区：菌糸がまん延した段階(以下一次まん延 とする）の接種約2)

1ヵ月後。②湯－２区：一次菌糸まん延後および展開前の接種約４ヵ月後。③湯－３区：

展開前の接種約４ヵ月後。④湯－４区：対照区として無処理で発生操作した。発生は2005

年５月27日から無加温の発生舎で行い、熱湯処理区については、子実体が袋内でまく切れ

、 。直前になるまで生長させるとともに 側面および底面の菌糸の再発菌を促した後開封した

各区供試数は5個とし、初回発生後２～６週間のサイクルで、５回浸水発生操作した。
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３ 結果

（１）湯－１区の発生状況

湯－１区の発生状況を表－４に示す。湯－１区では、一次まん延の状況で１回熱湯処理

し、褐変後に発生させた。第１回発生では、上面からの発生状況は個数5.4％重量6.7％個

重14.2ｇ 側面からの発生が個数64.7％重量60.8％個重10.8ｇ 底面からの発生が個数29.、 、

9％重量32.5％個重12.4ｇであった。第２回目以降の発生においては、第３回目の発生で

上面からの発生が個数72.9％重量80.3％の発生がみられた以外、側面からの発生が70%以

上を占め、総発生量でも上面からの発生が個数18.8％重量22.8％個重15.1ｇ、側面からの

発生が個数61.1％重量57.2％個重11.7ｇ 底面からの発生が個数20.2％重量20.2％個重12.、

5ｇで、１菌床あたりの発生量は731.0ｇであった。

、 、 、湯－１区においては 第１回発生において側面中心の発生であり その後第２回も側面

第３回は上面、第４回は側面中心の発生で、総発生量においても側面からの発生が中心と

なった。また、第１回発生においては底面から個数および重量とも約30％の発生がみられ

た。

、 。 、総発生量に対する各回ごとの発生重量の割合は 第１回発生で52.3％が発生した また

発生個数についても、第１回発生で57.2％であった。
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（２）湯－２区の発生状況

湯－２区の発生状況を表－５に示す。湯－２区では、一次まん延の状況で１回熱湯処理

し、加えて褐変後の発生直前の計２回熱湯処理後発生操作した。第１回発生では、上面か

らの発生が個数95.2％重量94.9％個重23.1ｇ、側面からの発生が個数4.8％重量5.1％個重

25.0ｇで底面からの発生は無かった。第２回発生以降については、第２回と第４回で側面

からの発生が約70％程度となった。また、底面からの発生は第4回に個数4.9％重量5.9％

みられただけであった。総発生量では、上面が個数64.0％重量65.7％個重15.3ｇ、側面個

数34.5％重量33.1％個重14.3ｇ、底面個数1.5％重量1.2％個重12.0ｇと上面からの発生が

個数重量ともに60％以上となった。１菌床あたりの発生量は604.8ｇであった。

湯－２区においては、第１回発生は上面、第２回は側面、第３回は上面、第４回は側面

を中心に上面と側面から交互に発生がみられた。一方、底面からの発生は、第４回発生に

若干みられた程度であった。

総発生量に対する各回の発生重量の割合は、第１回と第３回発生で約30％であった。ま

た、発生個数については、第３回と第４回発生で30％以上となった。

（３）湯－３区の発生状況

湯－３区の発生状況を表－６に示す。湯－３区では、褐変後の発生直前の１回熱湯処理

後発生操作した。第１回発生では、上面からの発生が個数82.1％重量80.6％個重17.1ｇ、

側面からの発生が個数17.9％重量19.4％個重19.4ｇで底面からの発生は無かった。第２回

発生以降については、第２回と第４回そして第５回で側面からの発生が個数重量ともに約
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60～70％程度となったが底面からの発生は第4回に個数24.1％重量19.8％、第５回に個数1

0.3％重量2.1％みられた。総発生量では、上面が個数41.9％重量50.2％個重15.0ｇ、側面

個数49.1％重量45.4％個重11.6ｇ、底面個数9.1％重量4.4％個重6.1ｇで上面からの発生

が重量で50％以上となった。１菌床あたりの発生量は662.8ｇであった。

湯－３区においても湯－２区と同様に、第１回発生で上面中心の発生、第２回発生は側

面、第３回は上面、第４回は側面を中心に上面と側面から交互に発生がみられた。一方底

面からの発生は、第３回発生まではみられなかった。

総発生量に対する各回ごとに発生重量については、第１回から第４回発生までいずれも

20％程度であった。また、発生個数の割合は、第３回発生と第４回で20％以上であった。

（４）湯－４区の発生状況

湯－４区の発生状況を表－７に示す。湯－４区は、各区の対照区として無処理の菌床を

発生操作した。第１回発生では、上面からの発生が個数15.1％重量9.9％個重7.4ｇ、側面

からの発生が個数50.9％重量52.1％個重11.5ｇで、底面個数34.0％重量37.9％個重12.6ｇ

であった。第２回発生以降については、いずれも個数重量ともに60％から90％が側面から

発生した。また５回については発生がみられなかった。総発生量では、上面が個数16.9％

重量16.1％個重11.1ｇ、側面個数65.3％重量64.7％個重11.5ｇ、底面個数17.9％重量19.2

％個重12.5ｇで側面からの発生が中心であった。１菌床あたりの発生量は716.0ｇであっ

た。

湯－４区においては、第１回発生から終始側面からの発生が中心で、特に第１回発生に

おいては底面からの発生も他区に比較して多くなった。
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、 。 、総発生量に対する各回ごとに発生重量の割合は 第１回発生で50.1％が発生した また

発生個数についても、第１回発生で51.6％であった。

（５）各区の比較

今回の試験結果から、発生直前に熱湯処理した湯－２および湯－３区において菌床上面

からの子実体の発生が多くなる傾向がみられた。特に、一次まん延時と発生直前に熱湯処

図－２ 試験区別発生量

理した湯－２区では発生個数・重量ともに約65％の子実体が菌床上面から発生していた。

一方、一次まん延後に１回熱湯処理した湯－１区では、菌床側面からの子実体発生が発生

個数・重量ともに約60％で、熱湯処理しなかった湯－４区と大差ない結果になった。すな

わち、熱湯処理による子実体抑制効果は、菌床が未熟な状態では低いと考えられる。

側面と底面からの発生を抑制する効果がみられた湯－２と湯－３区では、菌床上面と側

面からの発生が交互に多くなる傾向がみられた。また、湯－２区においては、菌床底面か

らの子実体の発生はほぼ抑制されていた。

１菌床当たりの子実体の発生量は、菌床側面および底面への子実体発生抑制効果がみら

れた湯－２区では604.8ｇ、湯－３区では662.8ｇと効果が大きい区ほど収量は減少した。

一方、上面に発生した子実体１個当たりの重量は、熱湯処理した区では約15ｇであるのに

対して、未処理区では約11ｇであった。

菌床の害菌発生の状況は、第１回発生終了後には、菌床底部に害菌の発生がみられたが

休養中にほぼ抑制された。熱湯処理後子実体発生まで開封せずに無菌状態で菌床側面およ

び底面を追培養したため、開封直後から子実体発生終了まで菌床にダメージを与える害菌

の発生はなかった。

４ 考察

今回の試験結果から、菌床褐変後に熱湯処理することで菌床側面および底面からの子実

体の発生を抑制する効果があると考えられた。特に一次まん延後と褐変後の２回熱湯処理

した場合は、褐変後に１回だけ熱湯処理した場合よりも高い割合で菌床上面から発生する
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子実体の量が多くなる傾向がみられた。

熱湯処理においては、高温によりシイタケ菌糸をいったん死滅させるために害菌の影響

が懸念されるが、今回の試験では処理後栽培施設に移動し、子実体が支障なく生長できる

十分な明るさのもとで上面からの子実体の発生を促すと同時に、栽培袋を開けない無菌状

態で子実体を発生させるために、ダメージを受けた菌糸が害菌に影響されることなく再発

菌された。熱湯処理により菌床側面および底面からの子実体を抑制させる場合は、子実体

の発生とダメージを受けた菌糸の生長が同じ速度で進行すると考えられる。

菌床上面以外からの子実体の発生については、未処理および一次まん延後に熱湯処理し

た区においては、第３回目以外では菌床側面からの発生が主体であるのに対して褐変後に

熱湯処理した区では菌床上面と側面からの発生が交互に多くなる傾向があることに加え

て、菌床底面からの子実体の発生が著しく少ない傾向がみられた。これらの傾向は、シイ

タケ生産において扱い難い菌床部位からの子実体発生をコントロールする上で活用できる

と考えられる。

１菌床からの子実体の総発生量については、熱湯処理区においても経営上必要とされる

2.5kg菌床あたり700g に近い値がえられたものの、未処理区よりも発生量は少なくなっ１）

た。しかし、子実体１個当たりの重量は大きく、特に第１回目の発生においては非常に品

質の高い子実体が発生する傾向があり、販売価格の上昇により発生量の減少を補えると考

えられる。

今回の試験では、菌床上面からの子実体発生が多くなる傾向が示された一方で、第２回

発生以降、菌床上面以外からの子実体の発生もみられた。したがって、菌床上面以外から

の子実体の発生の抑制を継続させ、菌床上面から安定して子実体を発生させる技術の検討

が必要といえる。

５ おわりに

我が国における菌床シイタケ栽培の普及は、生シイタケ生産のコストの削減に大きく寄

与し、国内販売における国産生シイタケの国際競争力を大きく向上させた。今回の試験結

果から、熱湯処理は菌床シイタケ栽培の生産の効率化を図る上で求められる、菌床側面お

よび底面からの子実体抑制について、一定の効果が得られた。この結果を踏まえ熱湯処理

を、より実用的な栽培技術としていく必要がある。

Ⅲ 簡易ハウスを活用した菌床シイタケの夏期培養

１ はじめに

近年、菌床センターなど大規模な菌床製造施設が整備され、その効率的な運用が求めら

れている。しかし、夏期の接種は害菌の発生や高温による菌糸伸長への影響から、夏期に

施設が遊休化しているのが現状である。ここではこのような状況を踏まえ、菌床製造施設

の夏期運用の参考とするため、菌床シイタケ栽培者に広く普及している簡易ビニールハウ

スを活用した菌床シイタケの夏期培養について検討した。

２ 方法

菌床の培養条件を表－８に示す。試験は、おが粉：米ぬか：フスマ＝10:1:1含水率約65

％、菌床重量2.5kg/個に調整し当所常法である100℃１時間常圧加熱後120℃１時間高圧殺

菌した培地に、Ｈ600号種菌を接種し図－３および図－４に示す簡易ハウス内の寒冷紗で
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被覆した高さ約1m45cm４段の棚と、寒冷紗で被覆しない高さ約75cm２段の棚で培養した。

種菌の接種は2004年７月30日で約９ヵ月後の2005年４月５日に発生操作した。

Ａ区：簡易ビニールハウス内の高さ約1m45cmの４段の棚の下から３段目に寒冷紗を被覆し

て培養した。培養中の加温等の温度管理は行わなかった。供試菌床数は６個とした。

Ｂ区：簡易ビニールハウス内の高さ約1m45cmの４段の棚の下から２段目に寒冷紗を被覆し

て培養した。培養中の加温等の温度管理は行わなかった。供試菌床数は９個とした。

Ｃ区：簡易ビニールハウス内の高さ約75cmの２段の棚の上段に被覆なしで培養した。培養

中の加温等の温度管理は行わなかった。供試菌床数は９個とした。

Ｄ区：簡易ビニールハウス内の高さ約75cmの２段の棚の下段に被覆なしで培養した。培養

中の加温等の温度管理は行わなかった。供試菌床数は６個とした。

Ｅ区：鉄骨平屋作りのナメコ発生舎の高さ約1m30cm５段の棚の上から３段目と４段目に特

に被覆は行わずに培養した。培養中の加温等の温度管理は行わなかった。供試菌床数は６

個とした。

図－３ 簡易ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ 図－４ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ内棚構造

子実体の発生操作は各試験区ともに簡易ビニルハウス内の高さ75cmの２段の棚の上下段

で行った。初回発生は2005年４月５日に菌床を袋から取り出し、散水により子実体の発生

を促した。以降夏期の高温期はハウス内での休養とし２週間から１ヵ月のサイクルで、５

回浸水刺激により発生操作し計６回子実体を収穫した。子実体は、まく切れをもって収穫

とした。

３ 結果

（１）菌床の重量減少率

接種時の１菌床当たりの重量2,500gに対する発生操作時の重量を表－８、夏期間のハウ
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ス内の気温・湿度と被覆内の気温を表－９に示す 重量減少率が最も大きいのがＡ区の78.。

0％ついで、Ｄ区の86.3％で最も重量減少率が低かったのはＣ区の87.8％であったが、最

も差の大きいＣ区とＤ区の差は1.5％、Ｂ区、Ｃ区、Ｄ区、Ｅ区についてはほとんど差が

。 、 。なかった 気温については 被覆内の最高気温がハウス内より１～３℃高く推移していた

減少率の高いＡ区については、被覆内で培養されたために空気の流通が阻害され、夏期の

温度上昇が影響したと考えられる。これ以外の試験区については、ほぼ同じ重量減少率に

なった。

（２）子実体の発生状況

各試験区の子実体の発生状況を表－10に示す。菌床１個当たりの総発生重量はＥ区が最

も多く536.2g、以下Ｄ区437.7g、Ｃ区429.9g、Ａ区347.8g、Ｂ区333.6gであった。子実体

１個当たりの重量については、Ａ区14.9g、Ｅ区13.9g、Ｄ区12.4g、Ｂ区Ｃ区共に11.4gで

あった。発生操作ごとの子実体発生状況は、Ａ区では初回発生時に100g/菌床以上発生し

た後、第５回発生操作で90.7g/菌床の子実体が発生した。Ｂ区では初回発生時は25.8g/菌

床であったが、第５回発生で122.7g/菌床の子実体が発生した。Ｃ区Ｄ区では第４回と第

５回発生で100g/菌床を超える発生がみられたが、第１回発生ではＣ区47.3g/菌床、Ｄ区7

8.0g/菌床といずれも100g/菌床以下の発生であった。一方、対照区として設定したＥ区の

初回発生量は212.5g/菌床と６回の発生操作の中で子実体発生量が最も多くなった。

これら６試験区の特徴として、①対照区であるＥ区で初回発生以降順次減少したのに対

して、夏期に簡易ハウスで培養した菌床については、初回発生よりも第４回発生および第
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５回発生で子実体の発生量が多くなる傾向がみられた。②１菌床当たりの子実体の総発生

量は、寒冷紗を被覆した試験区で300g/菌床程度、寒冷紗を被覆しない試験区で400g/菌床

程度であった。③子実体１個当たりの平均重量は、第４回発生以降20g/個を超えるものは

無くいずれの試験区においても発生回数が多くなるほど減少していた。

４ 考察

菌床の重量減少率については、寒冷紗を被覆した上段で減少率が大きく、その他の試験

区では大差なかった。寒冷紗の被覆は直射日光による温度の上昇を抑える一方で、空気の

流通が抑制される。特に、寒冷紗で被覆した棚の上部は日射により温度が上昇した空気が

たまりやすく、寒冷紗被覆の上段にあたるＡ区では、他の試験区に比較して夏期により高

い温度にさらされたと考えられる。これによる水分の減少により菌床重量が減少したこと

に加えて、気温の低下が始まる秋以降にも気温の高い状態が続いたため、熟成が進み菌床

が過熟になったと考えられる。１菌床当たりの総発生量についても、寒冷紗を被覆した試

験区では400g/菌床以下の収量であったのに対して寒冷紗無しの試験区では400g/菌床以上

の収量が得られた。一方、無加温の旧ナメコ発生舎での培養では、袋内発生があったが、

、 、冬期間無加温であり菌床が過熟にならなかったため 500g/菌床を超える発生量がみられ

他の試験区に比較して最も多い発生量になったと考えられる。

発生操作ごとの子実体の発生状況は、旧ナメコ発生舎で培養した試験区については、初

回発生で子実体の発生量が多くなったのに対して、ビニールハウスでの培養では４回目以

降に最も発生量が多くなる傾向がみられた。ビニールハウスでの培養では、冬期間の低温

により菌床の熟成が停止することに加えて、夏期は高温により菌床の熟成が停止したと考

えられる。すなわち、菌床が熟成される期間が短く４月時点で未成熟な状態で発生操作さ

れ発生操作後に追熟されたと考えられる。夏期培養においては、夏期間に菌床の熟成が停

止することを踏まえた発生操作が必要と考えられる。一方、夏期培養において懸念される

害菌の発生については、害菌の発生により培養中に処分した菌床がほとんど無かったこと

から、接種時にシーラーによる培養袋の密閉を適切に行うことで害菌の侵入を防止できた

と考えられる。
１）今回の試験においては、経営上の採算ラインである１菌床あたりの総発生量が700ｇ

をこえる試験区がみられなかった。試験では簡易ビニルハウス内で初夏から秋にかけて発

生操作および休養を実施したことから、菌床シイタケにとって厳しい条件下にあったと考

えられる。従って今回使用した簡易ビニルハウスより良い環境で、発生操作および休養期

間を適切に設定することにより収量の増加は可能と考えられる。

５ おわりに

今回の試験結果から、簡易ビニールハウスを活用した夏期接種においても、菌床の培養

が可能であった。今後発生方法の検討により採算性のある栽培技術として確立させていく

必要がある。

Ⅳ 休養条件による子実体発生量の検討

１ はじめに

菌床シイタケの栽培法は、浸水栽培、散水栽培、種菌会社特許によるいわゆる上面栽培

の３つの栽培方法に分類される。上面栽培以外で小規模生産者で広く行われている浸水栽
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培法においては、休養の方法が子実体の発生量に影響を与えると考えられる。休養の方法

としては、子実体の発生終了後発生ハウス内で行われるのが通常であるが、本試験におい

ては、発生舎での休養、林内での休養、休養を行わない連続栽培について検討した。

２ 方法

試験は、おが粉：米ぬか：フスマ=10:1:1含水率約65%、菌床重量2.5kg/個に調整し当所

常法により100℃１時間常圧加熱後、120℃１時間高圧殺菌し、2004年11月12日にＨ600号

種菌を接種し20℃で培養した。初回発生操作は、空調施設の無い発生舎で2005年５月13日

におこなった。試験区表－11のとおり、それぞれ５菌床を１試験区とした。Ａ－１区とし

て発生後発生舎で１日１回の散水で１ヵ月間休養させた。Ａ－２区として発生後林内で散

水は行わずに１ヵ月間休養させた。Ｂ－１区として発生後発生舎で１日１回の散水で２週

間休養させた。Ｂ－２区として発生後林内で散水は行わずに２週間休養させた。Ｃ区は対

照区として休養無しで連続発生させた。

３ 結果

（１）１ヵ月休養区の子実体発生状況

１ヵ月休養で発生操作したＡ－１区およびＡ－２区の発生状況を表－12に示す。2005年

５月13日に初回発生操作後2005年10月11日までに夏期の高温期を除いて４回発生させた。

Ａ－１区は、初回発生で292.6ｇ/菌床の子実体の発生が見られ、第２回発生では40.8ｇ

/菌床と発生量が減少した後、第３回発生では132.8ｇ/菌床、第４回発生76.8ｇ/菌床で合

計で543.0ｇ/菌床の発生量になった。また、個重については第２回発生において、22.7ｇ

/個になった以外は9.3ｇ/個から13.8ｇ/個の範囲で推移した。

Ａ－２区は、初回発生で313.2ｇ/菌床の子実体の発生が見られ、第２回発生では31.2ｇ

/菌床と発生量が減少した後、第３回発生では177.2ｇ/菌床、第４回発生71.2ｇ/菌床で合

計で592.8ｇ/菌床の発生量になった。また、個重については第２回発生において22.3ｇ/

個になった以外は8.2ｇ/個から10.9ｇ/個の範囲で推移した。

（２）２週間休養区の子実体発生状況

２週間休養で発生操作したＢ－１区およびＢ－２区の発生状況を表－12に示す。2005年

５月13日に初回発生操作の後2005年９月22日までに夏期の高温期を除いて５回発生させ

た。

Ｂ－１区は、初回発生で248.4ｇ/菌床の子実体の発生が見られ、第２回発生では52.8ｇ

/菌床と発生量が減少した後、第３回発生では119.2ｇ/菌床、第４回発生116.8ｇ/菌床、

第５回発生93.6ｇ/菌床で合計で630.8ｇ/菌床の発生量になった。また、個重については

第２回発生において17.6ｇ/個になった以外は9.4ｇ/個から11.3ｇ/個の範囲で推移した。
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Ｂ－２区は、初回発生で260.4ｇ/菌床の子実体の発生が見られ、第２回発生では37.6ｇ

/菌床と発生量が減少した後、第３回発生では176.2ｇ/菌床、第４回発生141.2ｇ/菌床、

第５回発生66.0ｇ/菌床で合計で681.4ｇ/菌床の発生量になった。また、個重については

第２回発生において20.9ｇ/個になった以外は6.5ｇ/個から13.8ｇ/個の範囲で推移した。

（３）無休養区の子実体発生状況

Ｃ区の発生状況を表－12に示す。2005年５月13日に初回発生操作の後2005年９月22日ま

でに夏期の高温期を除いて連続発生させ合計９回発生させた。

Ｃ区については 初回発生で391.6ｇ/菌床の子実体の発生が見られ 第２回発生では44.、 、

、 、 、4ｇ/菌床と発生量が減少した後 第３回発生では100.8ｇ/菌床 第４回発生26.4ｇ/菌床

第５回発生108.4ｇ/菌床、第６回発生では20.4ｇ/菌床、第７回発生では2.0ｇ/菌床、第

８回発生64.0ｇ/菌床、第９回発生13.2ｇ/菌床で合計で770.8ｇ/菌床の発生量になった。

また、個重については第２回発生において18.3ｇ/個、第４回発生において16.5ｇ/個、第

６回発生において14.6ｇ/個になった以外は、7.3ｇ/個から12.0ｇ/個の範囲で推移した。

４ 考察

（１）Ａ－１区およびＡ－２区

Ａ－１区およびＡ－２区においては、子実体の総発生量が500ｇ/菌床程度と他の試験区

に比較して少なくなった。この要因として、休養中に計画外の子実体の発生がみられ、こ

、 。れらの子実体が収穫不能であったために 子実体の総発生量に影響を与えたと考えられる

一方、休養場所の違いによる子実体の発生量への影響は、林内で散水無しで休養させた菌

床の方が、発生舎で散水有りで休養させた試験区より収穫量が若干多くなる傾向がみられ

た。定期的な散水は、休養期間中の子実体の発生を促す結果となり収穫可能な子実体の発

生量に影響を与えたと考えられる。

（２）Ｂ－１区およびＢ－２区

Ｂ－１区およびＢ－２区においては、子実体の総発生量が600ｇ/菌床を超え、Ｂ－２区

では681.4ｇ/菌床になった。Ａ区同様に発生舎で散水しながら休養した試験区で、林内で
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休養させた試験区より発生量が減少する傾向がみられた。一方、Ａ区に比較して総発生量

が多くなった理由として、休養期間が短く設定されたことから、計画外に発生し収穫不能

になる子実体の発生が抑えられたと考えられる。

（３）Ｃ区

Ｃ区では休養無しの連続発生により、休養中の収穫不能となる子実体が減少したことか

ら、総発生量が770.8ｇ/菌床と設定５試験区のなかで発生量が最も多くなった。しかし、

発生舎で菌床を休養させる場合、菌床への水分補給や休養期間など菌床の状況の把握と、

状況に合わせた管理が求められる。すなわち、今回の試験では、第６回浸水以降に著しく

発生量が減少した。著しい発生量の減少が見られた場合に、休養を入れるなどの対策をと

りながら、連続的に発生させ、収穫不能な子実体の発生を抑え、収穫量を維持する栽培方

法も生産上の選択肢の一つと考えられる。

５ おわりに

菌床の休養は、そのタイミングと方法により１菌床当りの子実体の総発生量に影響をあ

たえる。今回の試験から、収穫可能な子実体を安定して発生させ生産量を増加させる方法

として、連続的な浸水による子実体の発生操作も、安定した菌床シイタケ生産における生

産上の選択肢の一つとして考えられた。

Ⅴ シイタケ優良品種の選抜

１ はじめに

菌床シイタケ栽培が広く普及し、生産者の栽培用品種に対する需要も変化している。市

販されている菌床用品種においては、菌床専用の品種に加えて、菌床・原木併用の品種も

多くみられるようになった。当所においては、従来原木用品種について選抜を行い、これ

までに育種用母材として最終選抜に至った品種も有している。本試験においては、シイタ

ケ菌床栽培に適した品種の作出と、原木用育種母材のうち最終選抜された系統について菌

床栽培の適性について検討した。

２ 菌床シイタケ用品種の作出

（１）目的

、 。菌床シイタケ栽培における栽培品種は 発生する子実体発生量と形質により選択される

本試験においては、既存の品種の中から子実体の発生量および形質について良好な品種を

母材として、より発生量が多く形質の良好な品種を作出することを目的とした。

（２）方法

当所において2001年度までに人工交配により作出された菌株490系統を、500ｇ/菌床の

栽培培地に接種し良好な形質を示した６系統について、1.0kg/菌床により栽培試験を実施

した。栽培試験は、オガ粉：米ぬか：フスマ＝10:1:1、含水率約65％、菌床重量1.0kg/個

に調整し当所常法により100℃１時間常圧加熱後120℃１時間高圧殺菌した培地に種菌を接

種し気温20℃、湿度70％で約３ヵ月間培養した。

（３）結果および考察

栽培試験に供した６系統の子実体の発生状況を表－13に示す。子実体の発生重量はＡ系

、 。統で134.0g/菌床 Ｃ系統で105.7g/菌床と100.0g/菌床を超える子実体の発生がみられた

対照区（市販菌Ａ）との比較では、対照区の発生重量82.0g/菌床に比べて良好な結果が得



- -77

福島県林業研究センター研究報告 第３９号 ２００６

られた。一方、Ｄ系統については28.8g/菌床と、対照区および他の系統に比べて著しく発

生重量が少なくなった。子実体１個当りの重量はＥ系統で30.5g/個と最も個重が大きくな

った。子実体の発生量が最も多かったＡ系統で、13.2g/個であった以外は20ｇ/個程度の

個重が得られた。

今回発生試験に供した６系統の特徴を表－14に示す。６系統のうち発生量が対照区を大

きく下回る結果となったＢ、Ｄ、Ｅ、Ｆについては、選抜から除外し、対照区を超える結

果が得られたＡ、Ｃ系統は、市販菌に比較して子実体の形質に何らかの欠点があり、栽培

品種として活用することは難しいと考えられるが、育種母材として活用できる可能性があ

ると考えられる。

３ 原木用選抜品種の菌床栽培の検討

（１）目的

原木シイタケ栽培用品種選抜において、最終選抜された系統の菌床栽培品種としての適

性について検討し、菌床栽培用品種としての活用を検討する。

（２）方法

当所において原木シイタケ用品種として最終選抜された系統のうち、比較的高温での栽

培が可能で菌床栽培での良好な栽培結果が期待できる品種２系統（No.56およびNo.68）に

ついて栽培試験を実施した。なお、対照区は市販菌Ａとした。栽培試験は、オガ粉：米ぬ

か：フスマ＝10:1:1、含水率約65％、菌床重量2.5kg/個に調整し当所常法により100℃１

時間常圧加熱後120℃１時間高圧殺菌した培地に種菌を接種し、気温20℃、湿度70％で約

４ヵ月間培養した。

（３）結果および考察

No.56については、初回発生において391.6ｇ/菌床の子実体発生がみられたが、子実体

発生個数が多く、個重については、11.9ｇ/個と対照区 に比較して個重は小さくなった。
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２回目以降の発生では、82.8ｇ/菌床から45.6ｇ/菌床と子実体の発生重量の衰退は対照区

に比較して大きくなった。一方、個重については20ｇ/個程度で推移した。総発生量につ

いては、573.6ｇ/菌床と対照区の516.3ｇ/個を上回る結果となった。

No.68については、初回発生の発生重量が少なく59.6ｇ/菌床であったが、２回発生で20

4.4g/菌床、３回発生で116.8ｇ/菌床とNo.56およびＣ対照区とは異なった発生パターンと

なった。個重については、初回発生で16.6ｇ/個、４回発生で19.0ｇ/個と20ｇ/個以下と

なった以外は２回発生36.5ｇ/個、３回発生29.2ｇ/個とNo.56および対照区に比べて良好

な結果となった。総発生量においては403.6ｇ/菌床、個重28.0ｇ/個で発生重量は少ない

ものの個重は他に比較して大きくなった。No.68については、害菌の影響が他に比べて大

きく菌床栽培での利用においては対策が必要と考えられる。

今回供試した２系統の菌床栽培での特徴として、No.56については多収穫が見込める系

。 、 、統である一方で子実体の個重が小さくなった No.68については 収穫量は少ないものの

子実体の個重は大きくなる傾向があった。今後この２系統のうち、No.56については、１

菌床当りの発生重量が多い点を生かした育種により「多収穫型」品種の育種母材として活

用が期待できると考えられる。

４ おわりに

今回供試した系統においては、菌床栽培用に適した特性がみられた系統と、菌床栽培に

は適さないと考えられる系統が存在した。しかし、菌床栽培に適すると考えられる系統に

ついても、在来市販菌に比較して形質・発生量ともに良好な結果を得るものは見られなか

った。
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